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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：境界農学・環境農学 
キーワード：植物利用、多様性、ホームガーデン、ＤＮＡマーカー、農業生態系、伝播、在来

作物、野生植物 
 
１．研究計画の概要 

現在、熱帯地域で急速に進行する経済発展

とグローバリゼーションにより、伝統的な植

物資源利用が脅かされている。植物資源採

集・生産の場の変容、利用の知識の消失、植

物資源の多様性の低下が同時に進行し、場所

によっては危機的な状況にある。本研究は、

以上のような状況の下、近年特に顕著な経済

発展をとげつつあり、グローバリゼーション

の影響を色濃く受けている、東南アジア大陸

部の山地部（ラオス北部、ベトナム中西部）

と平原部（タイ東北部、ラオス中部）を調査

対象とし、伝統的植物資源利用の変化につい

て詳細に明らかにすること、さらにいくつか

の植物資源をとりあげ、近年の分布域の変

化・遺伝的多様性を明らかにすること、また、

特に消失が懸念される種・品種を同定するこ

とを目的として実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) 野生マンゴーの利用と分布 
 タイ東北部、ラオス北部及び中南部、ベト

ナム北西部において、野生種マンゴー

（Mangifera spp.）の遺伝資源探索、形態的

特性の調査、および植物利用に関する聞き取

り調査を行った。方名、茎葉及び花の形態的

特性及び立性から、この地域に分布するマン

ゴー野生種を、4 種に大別し、種の同定を行

った。その結果、タイ東北部、ラオス平原部

で広く分布する  “muang paa” は、M. 

caloneura であり、形態的に栽培種に似

た、”muang kalon” も同一種であった。両型

とも、農地に意図的に残されており、果実の

ほか、材も利用されていた。葉の細い型は、

ラオス南部・北部、ベトナム北西部に広く分

布 し て お り 、 そ れ ぞ れ 、 "muang 

khai”、 ”muang kaeo noi”、 ”moi” (また

は、”mak chai”) と呼ばれていた。葉の長大

な型は、ラオスの山中に自生し、呼称は一定

していなかった。これらの型も、果実・材が

広く利用されていたが、”muang kazoo” では、

葉の食用や染色料、薬用としても利用されて

いた。なお、ベトナムでは、森林から野生種

マンゴーをホームガーデン等に移植するこ

とが広く行われていた。 

(2) 焼畑休閑林のタケの動態 
 ラオス北部の、広く利用されているタケの

採集の場として重要な焼畑休閑地において

収集したタケ試料を用いて、RAPDマーカー

により分析を行った。その結果、休閑林に分

布するタケ主要種には４つのタイプが見ら

れ、４個体の親に由来することが示した。 
(3) ホームガーデンの植物利用 

ラオス北部及び中南部において、山地部・

平原部のホームガーデンの全植物種を調査

し、種の同定を行い、ホームガーデンには多

様な植物種が植えられていることを確認し

た。さらに、現地農家への聞き取り調査の結

果。農業の急速な集約化に伴い、農耕地から

の生物資源利用が減少していること、ホーム

ガーデンを含めて植物の薬用利用が減少し

ていることを明らかにした。 
(4) キダチトウガラシの分布と利用 

東南アジアのキダチトウガラシに関する

調査を行い、カンボジアのキダチトウガラシ

のアイソザイム ShDH-B 型の分布から、南
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西諸島に分布するキダチトウガラシが、東南

アジア大陸部に分布するキダチトウガラシ

と類縁関係が薄いことが明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 (1)～(4)とも、ほぼ計画通り進行している。

(2) 及び (3) では、若干論文作成が遅れてい

るが、今年度前半には、論文作成投稿を進め

る予定である。以上のことより、総合的には

おおむね順調に進展していると判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) 野生マンゴーの利用と分布 
 調査地域に分布する野生マンゴー各種、各

型とも、DNA 資料のサンプリングを行って

おり、次年度に分析を進め、遺伝的な近縁関

係の解析を行う。 
(2) 焼畑休閑林のタケの動態 
 調査地域のタケ種子の飛散域の推定を行

い、焼畑休閑林のタケの動態と植物利用の関

係を分析する。 
(3) ホームガーデンの植物利用 
 他の熱帯地域のホームガーデンの植物利

用に関する調査を行い、東南アジアと比較分

析を行う。 
(4) キダチトウガラシの分布と利用 
 太平洋地域のキダチトウガラシの分布と

利用について調査を行い、東南アジアと比較

分析を行う。 
 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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